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鹿田会館

大学病院入口

院内活用への拠点

ラボ内レイアウト

『BIZENラボ』 は、鹿田キャンパス医学部正門に隣接する鹿田会館内に実験室3部屋、オフィス
スペース６部屋、会議室及び交流スペースを整備し、研究活動等の場として活用いただきます。 
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※付帯設備あり 

BIZENラボ　入居の流れ

※基本3年契約です。
病院長が運営委員会の議を経て最長10年まで延長可能です。
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鹿田キャンパス内 / 鹿田会館 『BIZENラボ』

入居料についてはホームページをご覧ください。



■ 医療課題の解決推進
■ 地域経済活性化

■ OJTによるコア人材育成
■ 安価なインフラの活用
■ 学術と現場検証に裏打ちされた
　 確実な事業化 
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学
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連携医療機関

産
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起業家

（学生含む）

医療 Innovation の実現

コア人材
育成

共同研究 事業展開

各医療現場 / 各教育プログラム / Incubation Program

各支援プログラム （別料金） ビジネス / コンサル

■ 医療現場ニーズの実現
■ 埋もれたシーズの活性化
 　（研究・モノ・人）
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短期間で
PDCAを回す

BIZENプログラム　入会の流れ

※ 基本的に入会期間と会費は年単位となります。
 　達成目標にもよりますが、短期での入会もご相談ください。
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基
医療系オープンイノベーションを目
指す知識や情報の収集・蓄積を支援
します

基本会員支援に加え人材育成や事業
化など目標達成を前提とする包括的
な支援を行います（医療現場でのニ
ーズ探索など）

本会員

包括会員

会費につきましてはホームページを
ご覧ください。

岡山大学病院を

健康なまちづくり と イノベーション創出 のための
研究開発基盤として活用し､ 人々の健康寿命の延伸に貢献 します。

産学官が各々のメリットを持ち、
それ故に継続的に医療イノベーションを
創出し続けます。

事業コンセプト

プログラム

コア人材
育成

共同研究

事業展開

人と技術を育て、医療に貢献する
イノベーションを生み出す“場”です。

各分野のエキスパートが
人材育成から事業展開までを
コーディネート

岡山大学鹿田キャンパスにて、 岡山大学病院を中心とした医療系の産学共創活動からイノベーション
創出を連続的に生み出すエコシステムの整備を加速するとともに、大学の価値を社会へ還元する取り
組みを行っています。
｠
中国・四国地域唯一の 『臨床研究中核病院』 、 『がんゲノム医療中核拠点病院』 、 『橋渡し研究支援機関』 
である岡山大学病院にて、医療の中心的役割に責任を持って取り組んでまいります。

医療系オープンイノベーション・プログラム“BIZEN“（Business Innovation Zone for ENtrepreneurship）

多様なパートナーが多様な活用を選択でき、
多様なイノベーションを生み出せます。学内・院内のインフラをフルに活用

・ 医療現場への立ち入り、現場観察
・ 企業開発者と医療従事者との自由な意見交換

■ 現場での医療ニーズ / シーズ探索と確認
・ 医療従事者の助言のもと試作品を作成し
   PDCAを回す

■ エキスパートとの情報交換による多角的考察力の蓄積

■ 医療知識 （倫理判断 / 申請プロセス等）教育育成目標に応じてカスタマイズ
・ 基礎医学講座　・ 医療機器開発人材育成セミナー等

■ 本格研究・事業化へのステップ
・ 計画立案支援　・ すべてを繋ぐコーディネーション

・ 研究支援
・ 医療検体分譲 / 解析
・ 医療情報分譲 / 解析
・ 共同研究 / 受託研究

■ 実務支援
・ 資金調達
・ 企業マッチング
・ マーケティング

■ ビジネス支援

BIZENプログラム すべてを自由に繋ぐコーディネーション

企業 研究者起業家/ /

プログラムは1年期間となりますが、
期間以内の事業化が難しくプログラム終了後となり
ましても、事業化までのフォローを行います。

共同研究に掛かる実費は会費とは別料金となりますが、
会員は50万円のディスカウントチケットを使用できます。
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